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栃
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所
在
地
　
　
　
栃
木
県
足
利
市
樺
崎
町

調
査
期
間
　
　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
三
年
次
　
一
一〇
〇
三
年

（平

・５
）
人
月
１
二
〇
〇
四
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
足
利
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
板
橋
　
稔

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

樺
崎
寺
跡
は
足
利
市
街
地
の
北
東
約
四

・
五
血
に
位
置
し
、
樺
崎
川
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
小
支
谷
に
人
幡
山

を
背
に
東
面
す
る
堂
宇
が
展
開

す
る
、
源
姓
足
利
氏
の
氏
寺

・

廟
所
跡
で
あ
る
。
そ
の
創
建
は
、

足
利
氏
二
代
義
兼
に
よ
る
文
治

五
年

（
一
一
八
九
）
の
奥
州
合

戦
の
際
の
戦
勝
祈
願
に
基
づ
く

と
さ
れ
、
こ
の
頃
に
最
初
の
堂

舎
が
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
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(桐生及び足不U・ 栃木)



る
。
樺
崎
人
幡
宮
本
殿
の
南
東
前
面
に
は
、
中
鳥
と
立
石
景
石
を
も
つ
東
西
約

七
〇
ｍ
南
北
約

一
五
〇
ｍ
の
浄
土
庭
園
が
営
ま
れ
た
。

発
掘
調
査
は

一
九
人
四
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
人
幡
山
山
麓
の
堂

塔
跡
や
浄
土
庭
園
跡
、
僧
坊
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
二
〇
〇

一
年

一
月
に
は

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

今
回
報
告
す
る
資
料
は
、
い
ず
れ
も
浄
土
庭
園
の
園
池
の
堆
積
土
中
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
る
と
、
園
池
は
大
き
く

四
期
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（第
一
期
は
創
建
期
か
ら
鎌
倉
時

代
ま
で
。
第
二
期
は
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
。
第
三
期
は
南
北
朝
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
。
第
四
期
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
）。
今
回
の
調
査
で
は
、

園
池
第
三
期
及
び
第
四
期
の
池
の
状
況
を
確
認
し
た
。

園
池
第
四
期
に
お
い
て
は
、
岬
の
東
側
か
ら
南
北
約

一
人
ｍ
東
西
約

一
五
ｍ

の
楕
円
形
の
島
が
確
認
さ
れ
、
現
在
は
池
の
堤
に
置
か
れ
て
い
る
弁
才
天
が
祀

ら
れ
て
い
た
島
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
期
に
お
い
て
は
、
第
四
期
の
島

の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
、
古
い
時
期
の
島
が
確
認
さ
れ
た
。
島
は
人
頭
大
の
チ
ャ
ー

ト
の
割
石
の
護
岸
が
施
さ
れ
て
お
り
、
断
ち
割
り
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、
こ

の
島
は
第
三
期
初
め
の
改
修
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
側
の
享
徳
三
年

（
一
四
五
四
）
の
墨
書
の
あ
る
木
簡
は
、
こ
の
岬
東
側

の
島
形
成
後
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
。
同
じ
堆
積
土
か
ら
は
、
高
さ
約
二

・

七
側
の
木
製
の
小
型
祠
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

岬
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
同
様
、
池
を
改
修
す
る
た
び
に
次

第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子
が
確
認
さ
れ
た
。
第
三
期
と
第
四
期
の
間
で
岬

の
汀
か
ら
砂
層
が
確
認
さ
れ
た
。
②
ｌ
９
の
柿
経
は
、
こ
の
砂
層
中
か
ら
数
十

枚
重
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
他
、
第
三
期
堆
積

土
中
か
ら
は
か
わ
ら
け

。
瓦

。
永
楽
通
宝
な
ど
が
出
土
し
た
。

今
回
出
上
し
た
約

一
〇
〇
点
と
合
わ
せ
て
、
本
遺
跡
の
園
池
か
ら
出
土
し
た

柿
経
は
二
三
〇
〇
点
以
上
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

（第
二
次
調
査
に
つ
い
て
は
本

誌
第
八
号
、
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第

一
年
次
。
第
二
年
次
に
つ
い
て
は
本
誌
第
二
六

号
）。
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①
は
上
下
両
端
と
も
に
残
存
す
る
が
、
右
半
を
欠
き
、
上
端
は
山
形
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
阿
寺
文
書
の
中
に
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
宝
憧
院
下

御
堂
以
下
炎
上
と
の
記
載
が
あ
り
い
享
徳
三
年
は
そ
の
五
年
後
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
火
災
後
の
再
興
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、
形
状
か
ら
、
島
の
上
に
置

か
れ
た
祠
に
伴
う
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
ｌ
①
は
、
い
ず
れ
も
片
面

（上
部
）
の
み
に
梵
字

「
バ
ン
」
（大
日
如
来
を

示
す
種
字
）

一
字
を
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
ｌ
い
は
完
形
品
で
、
い
ず
れ

も
上
端
は
山
形
、
下
端
は
斜
め
に
削
ら
れ
て
い
る
。
０
は
上
下
両
端
と
も
に
久

失
。
⑥
は
上
端
を
山
形
に
削
り
、
下
端
は
欠
失
。
０
０
は
上
下
両
端
と
も
に
欠

失
。
こ
れ
ら
は
完
形
品
の
長
さ
が

一
〇
ｍ
程
度
で
、
こ
れ
ま
で
本
遺
跡
で
出
土

し
た
長
さ
三
二
蝕
程
度
で
両
面
に
法
華
経
が
書
写
さ
れ
た
柿
経
と
は
形
状
を
異

に
し
、
性
格
も
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
状
況
か
ら
は
法
華
経
を
両

面
に
書
写
し
た
柿
経
よ
り
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

『錢
阿
寺
樺
崎
寺
縁
起
井
仏
事
次
第
』
に
は
下
御
堂
法
界
寺
に
大
日
如
来
が
祀

ら
れ
て
い
た
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
日
如
来
へ
の
信
仰
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

足
利
市
教
育
委
員
会

『平
成

一
五
年
度
文
化
財
保
護
年
報
』
（足
利
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
五
一
、
二
〇
〇
四
年
）

（板
橋
　
稔
）
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⑦

９

⑥

(5)

(4)(3)(2)




